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協
会
・
保
団
連
は
、
「
患
者
窓
口
負
担
の
大
幅
軽

減
を
求
め
る
請
願
」
と
「
消
費
税
増
税
の
中
止
を
求

め
る
請
願
」
署
名
に
取
り
組
む
。
夏
の
参
院
選
を
前

に
医
療
現
場
か
ら
患
者
・
国
民
、
医
療
者
の
声
を
上

げ
て
い
く
。
会
員
医
療
機
関
に
は
す
で
に
署
名
用
紙

と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
付
し
て
い

る
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

医
療
機
関
窓
口
に
設
置
し
、
患
者
さ
ん
に

署
名
の
協
力
呼
び
か
け
を
お
願
い
し
ま
す

窓口負担軽減署名にご協力を

参院選に向け声上げよう
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Ｌ et's・・・
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引
き
続
き
変
な
こ

と
が
起
こ
り
ま
す
ね
。

空
か
ら
は
隕
石
（
落

ち
る
所
が
ロ
シ
ア
と

い
う
こ
と
も
ま
た
？
）

（
１
６
日
）、
地
中
か

ら
は
太
平
洋
戦
争
末

期
の
不
発
弾
（
７
０
年
目
の
出
現
）

は
、
東
海
道
新
幹
線
を
１
時
間
ス

ト
ッ
プ
さ
せ
る
（
１
７
日
）。
海
で

は
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
で
Ｍ
８
・
０
の
地

震
（
日
本
ま
で
津
波
到
着
）（
６

日
）、
グ
ア
ム
で
は
無
差
別
殺
人
事

件
（
１
６
日
）、
北
海
道
沖
で
マ
イ

ナ
ス
３
５
℃
（
２
日
）
等
々
。
気
象

庁
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

故
障
で
天
気
予
報
の
暫
時
ス
ト
ッ
プ

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
ね
。
何

十
年
、
何
百
年
に
一
回
と
い
う
こ
と

が
１
カ
月
の
間
に
起
こ
る
と
は
？

　

ニ
ュ
ー
ス
と
言
え
ば
北
朝
鮮
の
３

度
目
核
実
験
。
体
罰
と
中
高
生
の
自

殺
。
Ｇ
２
０
と
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
も
紙

面
を
賑
わ
せ
て
い
た
。
ロ
ー
マ
法
王

の
生
前
退
位
や
ボ
ー
イ
ン
グ
７
８
７

の
引
き
続
い
て
の
事
故
、
Ｃ
Ｏ
２
の

こ
と
な
ど
は
紙
面
の
片
隅
へ
や
ら
れ

ベ
タ
記
事
に
近
い
有
様
で
あ
る（
付
・

１
８
日
朝
神
戸
市
東
灘
区
甲
南
町
に

も
不
発
弾
発
見
、
処
理
時
の
報
を

知
っ
た
）。
も
う
一
つ
は
昨
今
の
寒

暖
・
晴
雨
変
動
の
激
し
い
天
気
！　

老
人
・
病
弱
者
に
は
健
康
・
体
調
維

持
が
極
め
て
難
し
い
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
淡
路
島
に
お
い
て
最
大
の

変
化
予
測
と
言
え
ば
県
立
淡
路
病
院

の
移
転
！
？　

私
な
ど
に
は
わ
か
ら

な
い
が
、
着
々
と
進
行
し
て
い
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
建
造
物
の
移
動
は
も

ち
ろ
ん
周
辺
の
変
化
、近
隣
の
薬
局
・

ス
ー
パ
ー
等
消
費
者
か
ら
バ
ス
路
線

そ
の
他
空
気
ま
で
…
。
平
成
２
６
年

の
淡
路
島
の
姿
は
？　

地
図
は
？

　
（
初
代
院
長
（
恩
師
）
村
上
先
生

の
胸
像
は
ど
こ
へ
）

　

前
号
持
ち
越
し
の
老
朽
化
問
題
は

も
う
一
度
先
送
り
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。　　
【
２
・
１
８　

松
本
記
】



2013 年 2 月 25 日 ( 毎月 5･15･25 日発行 ) 兵庫保険医新聞（昭和 43 年 6 月 12 日第三種郵便物認可）号外 (年間購読料 12,000 円 )

２

医療安全管理研修会
～外来での医療安全管理・院内感染対策、職業感染対策～

日　時　3月 9日 (土 )　15 時～ 17 時

会　場　洲本市健康福祉館３Ｆ

講　師　県立淡路病院　看護師　正司貴美子氏

参加費　一人 1,000 円　

　※受講された方には「修了証」を発行します。

　医療法では「すべての医療機関の管理者は、医療の安全を確保

するための指針の策定、従業員に対する研修の実施をはじめとす

る、医療の安全を確保するための措置を講じなくてはならない」

と定められています。具体的な措置として、①医療安全管理、②

院内感染対策、③医薬品安全管理、④医療機器安全管理の体制の

確保、が義務付けられています。特に「医療安全管理」「院内感

染対策」に関しては、職員・従業者の研修を年２回程度実施する

ことが求められています。ぜひ、ご参加ください。

【３／９淡路支部 医療安全管理研修会ＦＡＸ申込】078 － 393 － 1802 楠宛

氏名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職種 　　　 

氏名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職種　　　　　　
　　
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 職種 　　　 

地区　　　　　　市　　　　医療機関名　　　　　　　　　　　　　

ご連絡先 Tel　　　　－　　－　　　　　　　　ご担当者　　　　　　　　　様


